
　平成29年９月３日（日）に上板町ファミリースポーツ公園で、南海トラフ地震及び中央構造線活断層地震を想定した避難訓
練を実施しました。災害時に役立つ応急手当講習、災害時の通信手段、住宅の耐震化相談コーナー等を設置し、防災啓発に
努めました。また、消防団の連結放水訓練、自衛隊による炊出し訓練も実施しました。
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歳　出

歳　入

平成28年度 わが町の家計簿わが町の家計簿わが町の家計簿

※普通会計とは、一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別会計とを合せたもので、地方財政状況調査（決算統計）の分類に添ったものです。

民生費
1,705,686千円
36.3％

総務費
626,032千円
13.3％

公債費
423,379千円
9.0％

土木費
323,496千円
6.9％

教育費
571,769千円
12.2％

衛生費
480,695千円
10.2％

農林水産業費
181,767千円
3.9％

消防費
280,381千円
6.0％

議会費
81,689千円
1.7％ 商工費

23,042千円
0.5％

地方交付税
1,715,865千円
34.1％

町　税
1,160,145千円
23.1％

地方債
302,000千円　6.0％

交付金
220,302千円　4.4％

諸収入
111,952千円　2.2％

地方譲与税
62,896千円　1.2％

分担金・負担金
39,888千円　0.8％

県支出金
355,550千円　7.1％

繰越金
360,386千円　7.2％

　国庫支出金
546,417千円
10.9％

使用料・手数料
99,714千円　1.9％

繰入金　38,284千円　0.8％
財産収入　10,957千円　0.2％
寄附金　3,030千円　0.1％

　平成28年度の決算がまとまり、 9月議会に提出しました。
　本町の財政は、町税等の自主財源が少なく、国や県に依存している財源構成となっております。
　主要な事業としては、上板創生プロジェクトである熱中小学校と
ジャパンブループロジェクト、ファミリースポーツ公園屋根修繕工事、
横関団地1・2号給水設備工事、神宅小学校屋内運動場改修工事、七
條橋架替工事と橋梁長寿命化計画による橋梁修繕工事、木造住宅耐震
化促進事業補助金、浄化槽設置整備事業補助金、新規就農総合支援推
進補助金、地域おこし費などの地域活性化施策の推進や、子どもはぐ
くみ医療費給付費補助金、障害者自立支援給付費など福祉の向上のた
めの事業を実施しました。
　また、地方債残高は37億4,945万円と昨年度より8,102万円減り
ましたが同時に基金も808万円取り崩し、基金残高は24億4,969万
円となりました。前年度と比較しても国からの譲与税や交付金等が減
収し、財政の硬直化は避けられない状況です。今後、行財政改革を積
極的に推進し、中長期の財政計画に基づき、必要な事業は優先的に順
位を付け計画的に事業を執行し、住民福祉の向上に努めてまいります。

約94,200円の町税を納めて頂き、約381,600
円の支出をし、その内訳は次のとおりです。

町 民 １ 人 当 り

（※平成29年３月末住民基本台帳登録人口12,311人で算定）

22,800円
14,800円
6,600円
1,900円

381,600円

138,500円
50,900円
46,400円
39,000円
34,400円
26,300円

民 生 費
総 務 費
教 育 費
衛 生 費
公 債 費
土 木 費

消 防 費
農林水産業費
議 会 費
商 工 費

計

自
主
財
源依

存
財
源

町税
使用料
手数料
財産収入
繰入金
繰越金
分担金・負担金・寄附金
諸収入

地方譲与税
交付税
交付金
国庫支出金
県支出金
地方債 36.3％

63.7％

人件費
844,440千円
18.0％

公債費
423,379千円
9.0％

扶助費
747,161千円
15.9％

物件費
817,927千円
17.4％

補助費
625,442千円
13.3％

普通建設
事業費

594,763千円
12.7％

歳出の
性質別内訳

維持補修費
65,657千円
1.4％

積立金
27,298千円
0.6％

　繰出金　
551,869千円
11.7％

義

務

的

経

費

投資的経費

費

経

の

他

の

そ

普通会計 翌年度
へ繰越歳入 50億2,739万円　歳出 46億9,794万円　差引 3億2,945万円
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後期高齢特別会計
　歳入合計は、 1億4234万8千円、歳出合計は 1億3898万 4 千円となっています。
　その内訳は図のとおりで、歳入歳出差引残額336万円が、平成29年度へ繰越とな
りました。
　高齢者の方々が安心して医療を受け続けられるようにするため、若い世代も含め
たみんなが納得して支え合う長寿医療制度が平成20年 4 月より導入されました。
　医療にかかる費用のうち、窓口負担を除いた分を公費で 5割、若い世代の保険料
で 4割、高齢者の保険料で1割という負担割合で運営しています。
　この制度は、県内全ての市町村が加入する徳島県後期高齢者医療広域連合が運営
主体（保険者）となり、市町村と連携して事務を行っています。
　申請や届け出の受付は、役場税務課で行っております。

被保険者数 1,950 人
一人当たり保険料 47,120 円

総医療費 2,018,597 千円
一人当たり医療費 1,035,178 円　

◆歳入の部　 （単位：千円）

項　　目 金　額 割　合
保 険 料 91,549 64％
繰 入 金 47,787 33％
繰 越 金 2,989 2％
使用料及び手
数料、その他 23 1％

合 計 142,348 100％

◆歳出の部 （単位：千円）

項　　目 金　額 割　合
総 務 費 841 1％
後期高齢者医療
広域連合納付金 138,143 99％

そ の 他 0 0％
合 計 138,984 100.0％

介
護
保
険
特
別
会
計

　平成28年度の歳入合計は13億9388万 2 千円、歳出合
計は13億1236万 5 千円となっています。
　その内訳は図のとおりで、歳入歳出差引残額8151万
7 千円が、平成29年度へ繰越となりました。
　平成28年度の介護サービス給付費総額は皆様より納
付いただいた介護保険料の約5.2倍になっています。

◆歳入の部 （単位：千円）

項　　　　目 金　　額 割　　合
保 険 料 241,029 17.3％
支 払 基 金 交 付 金 352,215 25.3％
国 庫 支 出 金 318,449 22.8％
県 支 出 金 190,957 13.7％
繰 入 金 186,826 13.4％
繰 越 金 そ の 他 104,406 7.5％

合　　　計 1,393,882 100％

◆歳出の部 （単位：千円）

項　　　　目 金　　額 割　　合
保 険 給 付 費 1,248,997 95.2％
地 域 支 援 事 業 費 20,954 1.6％
総 務 費 21,651 1.8％
そ の 他 20,763 1.6％

合　　　計 1,312,365 100％

◆保険給付状況（65才以上被保険者数　3,986人、要介護・支援認定者数　842人）
在　　宅 施　　設 合　　計

延 べ 利 用 人 数（人） 6,661 1,696 8,357
構　　 成　　 比（％） 79.7％ 20.3％ 100％
審査支払い手数料（円） 1,307,096 332,809 1,639,905
支　 給　 総　 額（円） 737,266,220 510,090,620 1,247,356,840
構　　 成　　 比（％） 59.1％ 40.9％ 100％
１人当たりの支給額（円） 110,684 300,761 149,259

歳入の部

歳出の部

後期高齢者
医療広域連合
納付金
99％

総務費　1％

繰越金
2％

使用料及び手数料・
　　その他　1％

保険料
64％

繰入金
33％

歳入の部

歳出の部

その他　1.6％

支払基金
交付金
25.3％

国庫支出金
22.8％

県支出金
13.7％

保険料
17.3％

繰越金
その他
7.5％

繰入金
13.4％

保険給付費
95.2％

総務費　1.8％
地域支援費
1.6％
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国保会計国保会計

　平成28年度の国民健康保険特別会計の決算状況
をお知らせします。
　年度末の加入世帯数1,774世帯、被保険者数3,013
人です。
　決算状況とは保険加入者が納付した保険税や国
県の交付金などの歳入や医療給付費や他保険への
支援金などの歳出の状況のことです。
　平成28年度では、歳入18億8,341万 6 千円に対
し、歳出17億2,285万 7 千円であったため、差額
の1億6,055万9千円を繰越しました。
　平成28年度決算においては、医療機関等へ支払
う保険給付費（療養の給付等に要する費用のうち
上板町国民健康保険負担分）の総額が、国民健康
保険加入者の皆様から納付いただいた国民健康保
険税の約3.8倍になっている状況です。
　また、平成28年度は医療費の抑制等により単年
度収支は黒字決算となりました。

項　　　目 金　額（千円） 割　合 １人当たり（円）

歳

入

国・ 県 支 出 金 528,888 28.1％ 175,535
国 保 税 267,360 14.2％ 88,735
前期高齢者交付金 358,532 19.0％ 118,995
繰 入 金 117,668 6.2％ 39,053
繰 越 金 61,457 3.3％ 20,397
療養給付費交付金 39,905 2.1％ 13,244
そ の 他 収 入 459,606 24.4％ 152,540
基 金 繰 入 金 50,000 2.7％ 16,594

計 1,883,416 100％ 625,093

歳

出

保 険 給 付 費 1,025,021 59.5％ 340,199
後期高齢者支援金等 169,510 9.8％ 56,259
介 護 納 付 金 68,070 4.0％ 22,592
総 務 費 9,043 0.5％ 3,001

前期高齢者納付金等 125 0.0％
（0.007％） 41

基 金 等 積 立 金 12 0.0％
（0.0007％） 4

そ の 他 支 出 451,076 26.2％ 149,709
計 1,722,857 100％ 571,805

年度末基金保有額 77,555 円

●収益的収入及び支出（税込）

水 道 事 業 収 益 220,162

給 水 収 益 205,576

受 託 工 事 収 益 7,329

その他の営業収益 911

受取利息及び配当金 47

長 期 前 受 金 6,167

雑 収 益 69

特 別 利 益 63

水
道
事
業
決
算

水
道
事
業
決
算

（単位：千円）

水 道 事 業 費 用 170,759

原 水 及 び 浄 水 費 29,535

配 水 及 び 給 水 費 18,002

受 託 工 事 費 7,243

総 係 費 49,605

減 価 償 却 費 51,881

資 産 減 耗 費 142

支 払 利 息 14,351

特 別 損 失 0

●資本的収入及び支出（税込）
（単位：千円）

資 本 的 収 入 43,661

企 業 債 40,000

工 事 分 担 金 3,661

資 本 的 支 出 101,635

建 設 改 良 費 66,267

企 業 債 償 還 金 35,368

収　益　的
収支決算額

収入合計は 2 億2,016万 2 千円
支出合計は 1 億7,075万 9 千円

資　本　的
収支決算額

収入合計は 4,366万 1 千円
支出合計は 1 億163万 5 千円

尚、資本的支出額に不足する額5,797万 4 千円は内部留保資金で補てんしております。

水道事業収益

雑収益 0.1％未満
特別利益 0.1％未満

水道事業費用

総係費
29.0％

配水及び
給水費
10.5％

受託工事費
4.2％

減価償却費
30.4％

資産減耗費
0.1％

支払利息
8.4％

原水及び
浄水費
17.3％

資本的収入 資本的支出

企業債償還金
34.8％

工事分担金
8.4％

企業債
91.6％

建設改良費
65.2％

その他営業収益 0.4％
受取利息等 0.1％未満

給水収益
90.1％

長期前受金 2.8％

受託工事収益
3.3％

給水収益
93.4％
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　平成28年度農業集落排水事業特別会計決算についてお知らせします。
　歳入合計36,687,025円、歳出合計33,377,671円となっており内訳は下記の
とおりで歳入歳出差引残額3,309,354円が、平成29年度へ繰越となります。

◆歳入の部　 （単位：千円）

項　　目 金　　額

分 担 金 0
使 用 料 8,598
繰 入 金 25,649
繰 越 金 2,439
諸 収 入 1
合 計 36,687

◆歳出の部　 （単位：千円）

項　　目 金　　額

一 般 管 理 費 116
施設管理費 10,150
元 金 18,066
利 子 5,046
合 計 33,378

農業集落排水事業会計農業集落排水事業会計

　上板町の職員給与などの現状を町民の皆さんにお知らせします。
　職員の給与制度は国家公務員の給与制度に準じて、町の条例に
よって定められています。
（なお、ここに記載している給与は、すべて税や各種保険料を引く
前の額です。）

❶人件費の状況（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳人口 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（Ｂ/Ａ） 前年度の人件費率

28年度 平成29．1．1　現在
12,335人

千円
4,697,936

千円
844,440 18.0% 16.4%

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

❷職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分
普通会計
職 員 数
(Ａ)

給　与　費　額 １人当たり
の給与費
（B／A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 　 計（B）

28年度 105人 千円
372,530

千円
37,109

千円
142,336

千円
551,975

千円
5,257

※職員手当には、退職手当を含まない。

❸職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成29年４月１日現在）

平均給料月額 平均年齢

一般行政職　　2,886　百円 40.6　歳月

技能労務職　　2,880　百円 58.8　歳月

❺一般行政職の級別職員数の状況 （平成29年４月１日現在）

１級 ２級 ３級 ４級

標 準 的 な
職 務 内 容

主事及び主事補
並びにこの相当職

主 事 及 び
こ の 相 当 職

主査及び係長並
びにこの相当職

課長補佐及び主査
並びにこの相当職

職　員　数 23人 6人 10人 14人

構　成　比 31.1% 8.1% 13.5% 18.9%

５級 ６級 ７級 合　計

主幹及び課長補佐
並びにこの相当職

課 長 及 び
こ の 相 当 職 理 事

10人 10人 1人 74人

13.5% 13.5% 1.4% 100.0%

※①標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。
　②一般行政職とは、「事務職」や「技術職」のことを指し、「企業職員」や「教育職」

は含まない。
　③再任用職員含む。

❻職員手当の状況 （平成29年４月１日現在）

区 分 上板町 国

期末手当
勤勉手当
（※前年度実績）

（支給割合）　期末手当　　勤勉手当　
６月期　　1.225月分　　0.85月分
12月期　　1.375月分　　0.85月分
計　　　2.60月分　　1.70月分

※職制上の段階、職務の級等による加算措置有

（支給割合）　期末手当　　勤勉手当　
６月期　　1.225月分　　0.85月分
12月期　　1.375月分　　0.85月分
計　　　2.60月分　　1.70月分

※職制上の段階、職務の級等による加算措置有

退職手当

（支給率）　　自己都合　　応募認定・定年
勤続20年　20.445月分　25.55625月分
勤続25年　29.145月分　34.5825月分
勤続35年　41.325月分　 　49.59月分
最高限度額　49.59月分　 　49.59月分
※定年前早期退職特例措置有

（支給率）　　自己都合　　応募認定・定年
勤続20年　20.445月分　25.55625月分
勤続25年　29.145月分　34.5825月分
勤続35年　41.325月分　 　49.59月分
最高限度額　49.59月分　 　49.59月分
※定年前早期退職特例措置有

扶養手当
主なもの　配偶者　月額　13,000円

子　　月額　8,000円
父母等　月額　6,500円

主なもの　配偶者　月額　13,000円
子　　月額　8,000円
父母等　月額　6,500円

住居手当
持家　なし
借家　家賃の額に応じて支給
　　　最高月額　27,000円

持家　なし
借家　家賃の額に応じて支給
　　　最高月額　27,000円

通勤手当 通勤距離２㎞～５㎞未満　月額2,000円
５㎞以上は距離に応じ支給

通勤距離２㎞～５㎞未満　月額2,000円
５㎞以上は距離に応じ支給

調整手当
支給対象職員 保 育 士 及 び幼 稚 園 教 諭

時間外
勤務手当

支 給 総 額
（平成28年度） 8,575,340円

支 給 額 月額　2,000円
支給対象職員１
人あたり平均支
給額（平成28年度）

88,406円管理職
手　 当

管理または監督
の地位にある職
員に支給

月額
28,600円
～49,500円

❼特別職の報酬等の状況 （平成29年４月１日現在）

区　分 給料及び報酬（月額）期末手当（支給割合）
町　長
副町長
教育長

738,000円
590,400円
546,200円

６月期　1.55月分
12月期　1.70月分
合　計　3.25月分

※7月から町長給与の５％
カットを行っている。

　（月額：701,100 円）

議　長
副議長
議　員

299,000円
249,200円
199,300円

６月期　1.55月分
12月期　1.70月分
合　計　3.25月分

❽部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

区　　分
職　　　員　　　数　（人）

平24年 平25年 平26年 平27年 平28年 平29年

一
般
行
政

議　会 2 2 2 2 2 2
総　務 16 15 17 18 17 19
税　務 8 8 7 7 6 6
農　林 6 6 7 8 9 10
商　工 0 0 0 0 1 2
土　木 8 7 6 7 7 7
民　生 27 29 29 30 31 32
衛　生 10 10 11 12 11 10
小　計 77 77 79 84 84 88

特
別
行
政

教　育 22 21 20 21 21 22
小　計 22 21 20 21 21 22

公
営
企
業
等

水　道 5 5 5 5 5 5
その他 8 8 8 8 8 8
小　計 13 13 13 13 13 13
合　計 112 111 112 118 118 123

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員等を含み、臨時・嘱託及び非常勤職員を除いている。

❹職員の初任給の状況 （平成29年４月１日現在）
一般行政職

上板町 国

試験区分 初任給 試験区分 初任給

上級　※大卒程度 178,200円 一般職　※大卒程度 178,200円

初級　※高卒程度 146,100円 一般職　※高卒程度 146,100円

上板町職員上板町職員のの給与等給与等をを公表公表しますします

歳入の部 歳出の部
分担金
0.0％

使用料
23.4％ 施設管理費

30.4％

元金
54.1％

利子
15.1％

一般管理費
0.3％

諸収入
0.1％未満

繰入金
69.9％

繰越金
6.6％

5　●　広報かみいた　第232号



　

鳴
門
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
消
費

税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係
の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

平
成
29
年
10
月
26
日(

木
）　

10
時
00
分
〜
11
時
30
分

　

平
成
29
年
10
月
26
日(

木
）　

13
時
30
分
〜
15
時
00
分

■
場
所

　

上
板
町
役
場　

２
階
大
会
議
室　

　
（
板
野
郡
上
板
町
七
條
字
経
塚
42
番
地
）

鳴
門
税
務
署　

法
人
課
税
第
一
部
門

℡  　
０
８
８

－

６
８
５

－

４
１
０
１　

内　
21
・
22

お
問
い
合
わ
せ
先

　

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日

か
ら
の
消
費
税
率
の
一
〇
％
へ
の
引
上
げ
と
同
時
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

軽
減
対
象
品
目
の
取
扱
い
が
あ
る
消
費
税
の
課
税
事
業
者

の
方
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
、
会
議
費
や
交
際
費
と
し
て
飲

食
料
品
等
を
購
入
す
る
事
業
者
の
方
や
、
消
費
税
の
免
税
事

業
者
の
方
も
、
取
扱
商
品
の
適
用
税
率
の
確
認
や
適
用
税
率

ご
と
の
区
分
経
理
な
ど
、
制
度
の
実
施
に
向
け
た
準
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

税
務
署
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
際
は
、
税
務
署
の
電
話
番
号
に
お
か
け
い
た

だ
い
た
後
、
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等

説
明
会
の
ご
案
内

平
成
二
十
九
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

歯
科
健
康
診
査
に
つ
い
て

受診方法 事前に電話等にて健診実施歯科医院にご予約の上受診してください。

健診項目 問診、口腔内診査、口腔機能評価等

受診費用 無料

受診期間 平成29年10月 1日～11月30日

持っていくもの 後期高齢者医療被保険者証と歯科健診受診券のハガキ

その他注意事項 ○健診の予約日を忘れないようにしてください。
○歯科健診は期間中に１回のみです。後日重複受診が判明した場合は費
用を請求させていただきますのでご了承ください。
○歯科健診自体は無料ですが、その後に治療行為が行われる場合は有料
となりますのでご注意ください。
○健診結果は訪問指導のため上板町に情報提供される場合がありますの
で、ご了承ください。

後期高齢者医療制度の歯科健康診査に関するお問い合わせ先
■徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課　徳島市川内町平石若松 78番地 1　TEL 088－677－3666　

対 象 者
○平成28年中に節目の年齢になられた方〔昭和16年、昭和11年、昭和6年、大正15年（昭和元年）生まれの方〕
　但し　長期入院患者や施設入所者は対象外です。

　なお、対象者には歯科健診受診券のハガキが送付される予定です。長期入院患者・施設入所者の
方にハガキが届くこともありますが、対象外ですので健診はご遠慮ください。

長期入院患者や施設入所者の方は、すでに健康状態を把握され、医師や施設管理者等の指導を受
けていると考えられることから、歯科健康診査の対象者から除いています。

　後期高齢者医療制度に加入されている節目の年齢の方を対象に、歯・歯肉の状態や口腔清掃状態
等をチェックし、口腔機能の低下や肺炎等の疾病を予防するため、歯科健康診査を実施しています。
　また、徳島大学において、口腔内ケアと体の健康、医療費や介護給付費との関連を調査しています。
定期健診を受けたり口腔ケアを行うことは、全身の健康にとても重要であることが示されています。
　今年度の対象者は、ぜひ歯科健診を受診しましょう。

受診場所 徳島県歯科医師会会員で後期高齢者の歯科健診を実施する歯科医院
○受診可能な歯科医院の一覧表を上板町役場窓口・広域連合窓口で配布予定です。
　また、広域連合及び県歯科医師会のホームページに掲載予定です。

歯
科
健
康
診
査
に
つ
い
て
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十
月
は
町
県
民
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
（
三
期
）
及
び
国
民
健
康
保
険
税

（
四
期
）
の
納
付
月
で
す
。

　

納
付
期
限
は
十
月
三
十
一
日（
火
曜
日
）

で
す
。

　

納
付
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
十
月
三
十
一
日
に

引
き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
残
高
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　
■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、
上
板

町
内
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

　
　■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税（
料
）

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

　

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、

　

板
野
郡
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

上
板
町
役
場　

税
務
課

　

℡  
　

六
九
四

－

六
八
〇
七

お
問
い
合
わ
せ
先

口
座
振
替

十
月
は
介
護
保
険
料
（
第
三
期
分
）
の
納
付

月
で
す
。
納
期
限
は
平
成
二
十
九
年
十
月

三
十
一
日
で
す
。

納
期
限
内
に
お
納
め
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
十
月
三
十
一
日
に
引
き
落
と
し
致

し
ま
す
の
で
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
方
に
死
亡
や
転
出
な
ど
異
動
が
あ
っ
た
場

合
は
福
祉
保
健
課
で
資
格
喪
失
の
手
続
が
必
要
で
す
。
死

亡
に
よ
る
喪
失
の
場
合
は
、
年
金
の
喪
失
手
続
き
も
忘
れ

ず
行
っ
て
下
さ
い
。
年
金
手
続
に
つ
い
て
は
、
受
給
年
金

の
各
年
金
保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

保
険
料
変
更
に
伴
う
還
付
の
お
知
ら
せ
通
知
が
届
き
ま

し
た
ら
速
や
か
に
福
祉
保
健
課
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

上
板
町
役
場　
福
祉
保
健
課　
℡   
六
九
四

－

六
八
一
〇

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
を
介
護
、
福
祉
、

健
康
等
総
合
的
に
支
え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
上
板

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
相
談
業
務
の

ほ
か
介
護
予
防
事
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
す
ぐ
に

介
護
保
険
を
使
う
必
要
が
な
い
場
合
で
も
、
日
常
生
活
に

関
す
る
相
談
な
ど
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡   

六
九
四

－

五
五
九
七　
　
　
　
　
　
　

　

上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡   

六
九
四

－

六
一
五
五　
　
　
　
　
　
　

相
談
窓
口

介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
月
の
納
付
期
限

今
月
の
納
付
期
限

に
つ
い
て

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
活
動
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

自
主
防
災
組
織
活
動
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

　

地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
防
災
訓
練
ま
た
は
防
災
講
習
会
を
行
っ
た

自
主
防
災
組
織
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

○上板町防災士会や徳島県立防災センターへ講師や補
助の依頼を行っています。
○申請書等は上板町ＨＰでダウンロードしていただく
か、直接窓口までお越しください。

その他

○対象団体
　上板町に自主防災組織登録申請書を提出した自主防
災組織
○対象となる活動
　防災訓練　または　防災講習会の実施
○助成額

概　要

参加世帯数 助　成　額
10世帯以下 5,000円＋（参加世帯数×1,000円）
11～30世帯 10,000円＋（参加世帯数×1,000円）
31～50世帯 15,000円＋（参加世帯数×1,000円）
51～60世帯 20,000円＋（参加世帯数×1,000円）
61世帯以上 25,000円＋（参加世帯数×1,000円）
※交付は１年度につき１回のみ（予算の範囲内での交付）

　

上
板
町
で
は
平
成
二
十
九
年
十
月
か
ら
、
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
る
、
防
災
行
政
無

線
戸
別
受
信
機
を
順
次
、
新
し
い
機
種
に
交
換
し
ま
す
。
交
換
の
際
に
、
電
気
業
者
が

各
家
庭
に
訪
問
し
、
電
波
環
境
等
を
調
査
し
、
戸
別
受
信
機
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
交
換
・
配
布
に
関
す
る
事
項
は
左
記
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　

上
板
町
役
場　

企
画
防
災
課　

℡  　
六
九
四

－

六
八
二
四

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

上
板
町
役
場　

企
画
防
災
課　

℡  　
六
九
四

－

六
八
二
四

上
板
町
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
更
新

上
板
町
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
更
新
に
つ
い
て
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●
次
の
場
合
は
、
申
請
手
続
き
が
必

要
で
す
。

①
開
栓
の
申
請

　
（
転
入
で
、
水
道
を
開
栓
す
る
場
合

な
ど
）

②
閉
栓
の
申
請

　
（
転
出
で
、
水
道
を
閉
栓
、
撤
去
す

る
場
合
な
ど
）

③
名
義
人
・
使
用
者
の
変
更
申
請

　
（
名
義
人
死
亡
に
よ
り
、
名
義
人
・

使
用
者
を
変
更
す
る
場
合
な
ど
）

④
休
止
の
申
請

　
（
長
期
（
半
年
以
上
な
ど
）
の
入
院
、

海
外
旅
行
な
ど
で
家
を
空
け
る
場

合
な
ど
）

●
水
道
料
金
が
高
く
な
っ
て
き
た
と

感
じ
た
時
は
、
宅
内
漏
水
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①
家
中
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
ま
し
ょ
う
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
フ
タ
を
開

け
て
メ
ー
タ
ー
を
見
ま
す
。

　

銀
色
か
赤
色
の
星
の
よ
う
な
形
の

も
の
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

③
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
た
ら
、

宅
内
の
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

水
道
課

　

℡ 

六
九
四－

六
八
一
七

漏
水
の
調
べ
方

※

漏
水
が
見
つ
か
っ
た
と
き
は
、

個
人
負
担
で
お
近
く
の
水
道
工

事
店
等
に
依
頼
し
て
、
修
理
し

て
く
だ
さ
い
。

水
道
課
か
ら
の

　
　
お
知
ら
せ

水
道
課
か
ら
の

　
　
お
知
ら
せ

　

行
政
書
士
が
、
①
官
公
庁
に
提
出
す
る
書
類
、
②

権
利
義
務
に
関
す
る
書
類
、
③
事
実
証
明
に
関
す
る

書
類
の
作
成
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時
ま
で

■
場
所　

上
板
町
中
央
公
民
館　

第
一
会
議
室

■
主
催　

徳
島
県
行
政
書
士
会
徳
島
北
部
支
部

　
　
　
　

担
当
・
多
田
令
修

　
　
　
　
（
℡  　
〇
八
八

－

六
三
七

－

五
七
七
八
）

　

十
月
十
六
日
（
月
）
か
ら
二
十
二
日
（
日
）
ま
で

は
、「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相
談
制
度
を
広
く
国
民

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
総
務
省
が
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

上
板
町
で
は
、
こ
の
行
政
相
談
週
間
に
行
政
相
談

委
員
が
、
徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の
支
援
の
も
と
、

次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
が
あ
る
、
困
っ
て

い
る
、
こ
う
し
て
欲
し
い
、
役
所
の
説
明
や
対
応
に

納
得
が
い
か
な
い
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い
、
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　

十
月
十
八
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

■
場
所　

上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
担
当
行
政
相
談
委
員　
　

清
水　

容
治　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
重　
　

茂　

さ
ん

徳 島 県
最低賃金
平成２９年
１０月５日から
時間額

740円
※一部の産業には特定
最低賃金が定められ
ています。

【お問い合わせ先】
徳島労働局労働基準部
賃金室
（TEL 088-652-9165）
又は最寄りの労働基準
監督署まで

　

平
成
二
十
八
年
度
に
上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
件
数
は
一
三
三
件
（
前
年
度
よ
り
二
件
減
）
で
、年
代
別
で
は
、

七
〇
歳
以
上
の
方
の
相
談
が
最
も
多
く
五
七
件
と
な
り
ま
し
た
。
相

談
事
例
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
架
空
請
求
・
不
当
請
求
に
関
す
る
相
談

【
事
例
１
】
携
帯
電
話
に
着
信
が
あ
り
か
け
直
し
た
と
こ
ろ
「
有
料

動
画
の
未
納
料
金
が
あ
る
」
と
自
動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

が
流
れ
、
事
業
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
法
的
手
続
き
を

と
る
と
脅
さ
れ
た
が
心
当
た
り
が
な
い
。

【
事
例
２
】
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
無
料
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を
見
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
突
然
登
録
さ
れ
料
金
を
請
求
さ
れ
た
の

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
探
偵
業
者
に
対
処
法
を

相
談
す
る
と
調
査
費
用
を
数
万
円
請
求
さ
れ
た
。

●
通
信
販
売
に
関
す
る
相
談

【
事
例
１
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
を
見
て
通
常
よ
り
低
価
格
の
健

康
食
品
を
一
回
の
つ
も
り
で
購
入
し
た
が
、
一
ヶ
月
後

同
じ
商
品
が
届
い
た
。
四
回
以
上
の
定
期
購
入
が
条
件

の
契
約
だ
と
分
か
り
、
解
約
し
た
い
が
電
話
が
繋
が
ら

な
い
。
繋
が
っ
た
と
し
て
も
事
業
者
が
解
約
に
応
じ
な

い
。

●
電
話
・
訪
問
購
入
に
関
す
る
相
談

【
事
例
１
】
公
的
機
関
を
装
い
、
医
療
保
険
の
還
付
が
あ
る
の
で
携

帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う
に
誘
導
さ
れ
た
。

【
事
例
２
】
不
要
な
服
を
買
い
取
る
と
電
話
が
あ
り
事
業
者
が
訪
問

し
て
き
た
が
、
実
際
は
貴
金
属
の
買
い
取
り
が
目
的

だ
っ
た
。

　

事
例
以
外
の
電
話
勧
誘
や
、
訪
問
販
売
な
ど
消
費

生
活
相
談
に
つ
い
て
も
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
消
費
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
は

上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ

秘
密
厳
守
・
相
談
無
料 

℡  　六
九
四

－

六
八
一
六

相
談
受
付　
平
日
九
時
〜
十
六
時
三
十
分
（
土･

日･

祝･

年
末
年
始
を
除
く
）

上板町消費生活相談窓口上板町消費生活相談窓口からのお知らせからのお知らせ

あ
な
た
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す

行
政
相
談
週
間

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

上
板
町
議
会

上
板
町
議
会

だ
よ
り

だ
よ
り

◎
平
成
二
十
九
年
第
三
回
定
例

会
の
概
要

　

第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
五

日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
の
三
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
七
條
町
長
が

町
政
に
取
り
組
む
所
信
と
、
決

算
状
況
、
防
災
体
制
の
充
実
、

空
き
家
・
空
き
地
対
策
な
ど
当

面
す
る
町
政
の
重
要
課
題
に
つ

い
て
述
べ
た
後
、
提
出
議
案
提

案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
町
長
の
政

治
姿
勢
、
地
方
創
生
事
業
、
防

災
対
策
、
子
育
て
支
援
な
ど
が

論
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
議
員
八
名
か
ら
一
般
質
問
）

　

町
長
提
出
議
案
一
三
件
の
う

ち
、
六
件
が
可
決
、
七
件
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
三
件

の
う
ち
、
二
件
が
可
決
、
一
件

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　
平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日

　

第
三
回
定
例
会
提
出
議
案
等

の
協
議
を
行
う
。
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毎
年
、
台
風
等
で
立
木
が
道
路
上
へ
倒
れ
た
り
、

は
み
出
た
枝
で
通
行
車
両
が
損
傷
す
る
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
故
の
場
合
、
一
般
的
に
は
立
木
所
有

者
の
管
理
責
任
が
問
わ
れ
、
損
害
賠
償
の
責
め
を
負

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
倒
れ
そ
う
な
立
木
や
道
路
上

に
張
り
出
し
た
枝
は
早
め
に
伐
採
し
、
事
故
の
未
然

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
日
は
、浄
化
槽
に
関
す
る
諸
制
度
を
整
備
し
た
「
浄
化
槽
法
」

が
、 

昭
和
六
十
年
十
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

浄
化
槽
は
、
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
と
同
様
、
し
尿
や
生
活
雑

排
水
を
処
理
す
る
た
め
の
優
れ
た
性
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
し
、
き
れ
い
な
水
環
境
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

●
期
間

　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
三
日（
水
）〜

　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日（
火
）ま
で

　
●
対
象
地
区

　

上
板
町　

全
域

　
●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　

℡   〇
八
八

－

六
三
六

－

一
二
三
四

　
【
お
客
様
相
談
室
】

　
　

℡   〇
八
八

－

六
三
六

－

一
一
七
七

　

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
年

に
一
回
、浄
化
槽
の
水
質
に
関
す
る
検
査（
法

定
検
査
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
浄

化
槽
法
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
業
者
が
行
う

保
守
点
検
・
清
掃
と
は
別
に
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
期
間
、
徳
島
県
知
事
指
定
検
査
機
関

で
あ
る
、（
公
社
）徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン

タ
ー
か
ら
対
象
施
設
に
は
申
込
書
を
送
付

し
、
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　

公
共
水
域
等
へ
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め

に
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
よ
り
浄
化
槽
法
が
改
正

さ
れ
、
単
独
処
理
浄
化
槽
の
設
置
が
原
則
禁
止
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
単
独
処
理

浄
化
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
等
に
努
め
る

も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
や
海
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に
、
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
利
点

●
生
活
排
水
の
汚
れ
が
約
一
〇
分
の

一
に
減
り
、
き
れ
い
な
排
水
な
の

で
安
心
し
て
流
せ
ま
す
。

●
わ
ず
か
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
短

期
間
で
設
置
で
き
ま
す
。

●
設
置
費
用
に
つ
い
て
は
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す
。

1010
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日
で
す
。

月
１
日
は
浄
化
槽
の
日
で
す
。

浄
化
槽
法
定
検
査
の
お
知
ら
せ

■
日
時

　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
日　

金
曜
日

　

十
三
時
三
十
分
か
ら

■
場
所

　

馬
道
会
館　

℡  
六
九
四

－

四
八
六
八

　

上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八

－

二

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

十
月
十
七
日　

火
曜
日

　

午
後
五
時
ま
で

■
材
料
代　

二
、〇
〇
〇
円

　

秋
の
草
花
の
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

寄
せ
植
え
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

す
て
き
な
昼
下
が
り
、
自
分
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
夏
に
、
町
内
４
小
学
校
へ
空
調
の
導

入
と
、
松
島
幼
稚
園
の
園
舎
の
改
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
近

隣
住
民
の
方
々
、
学
校

関
係
者
及
び
園
児
児
童

生
徒
の
皆

さ
ん
に
は

大
変
ご
迷

惑
を
お
か

け
し
ま
し

た
。

上
板
町
教
育
委
員
会

町
内
小
学
校
空
調
工
事

及
び
松
島
幼
稚
園
改
修

が
終
了
し
ま
し
た

民
地
か
ら
道
路
へ
突
き

出
し
た
立
木
等
の
管
理

に
つ
い
て

寄
せ
植
え
教
室
の

寄
せ
植
え
教
室
の

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

■
日
時　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
四
日
（
土
）

　
　
　
　

十
一
時
三
十
分
〜
十
四
時

■
場
所　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
催
し　

上
板
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

　
　
　
　

ア
サ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

　
　
　
　

阿
波
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
バ
ン
ド
演
奏

　
　
　
　

酔
丞
連
の
阿
波
踊
り

　
　
　
　

食
べ
物
や
ゲ
ー
ム
の
屋
台

■
主
催　
社
会
福
祉
法
人　
徳
島
県
心
身
障
害
者
福
祉
会

　
　
　
　
（
あ
お
ば
の
杜・あ
お
ば
の
郷・上
板
あ
お
ば
苑
）

■
後
援　

上
板
町

■
協
賛　

上
板
町
社
会
福
祉
協
議
会

＊
雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。（
当
日
朝
六
時
に
決
定
し
ま
す
。）

＊
連
絡
先　

徳
島
県
心
身
障
害
者
福
祉
会

　
　
　
　
　

あ
お
ば
の
郷

　
　
　
　
　

℡  　
〇
八
八

－

六
九
四

－

五
七
七
七

「
今
年
も
元
気
に

　

あ
お
ば
の
秋
祭
り
」

　
　

を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ご
参
加
下
さ
い
。
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板野東部ファミリー・サポート・センター

■日時 平成29年10月21日(土)
10：00～12：00

■場所

■お問い合わせ・お申し込み
板野東部ファミリー・サポート・センター
TEL 693－3033
申し込み受付：10月２日（月）から（先着子ども120名）
子どもだけでの参加は不可。

藍住町勤労女性センター
（藍住町奥野字矢上前32－1）

●輪投げ、宝探し、こわーい洞窟等、
　盛りだくさん

●プロのカメラマンによる家族撮影
　（先着順）

●輪投げ、宝探し、こわーい洞窟等、

今年は館内が『ウォーリーの国』になるよ！
親子で好きな仮装をしてきてね！
ウォーリーを探したり、ゲームをして、
プレゼントをもらいましょう。

ハロウィーン交流会のお知らせ

❶ 指定ごみ袋の口をガムテープで止めないでください。
　収集の際、ガムテープが手に張り付き、投函作業時に巻き込まれます。
　作業員の安全のため、袋の口はガムテープで止めないでください。

❷ 指定ごみ袋全体を黒い袋等で覆わないでください。
　ごみ袋全体を覆われてしまうと内容物が分からなくなり、安全に作業が出来ません。

❸ 指定ごみ袋は片手で持てる重さで出して下さい。
　収集業務の際、両手で持ちきれない重さのごみ袋があった場合、収集車に投函が出来ません。

よくある質問（ごみ処理Ｑ＆Ａ）

Ａ．指定ごみ袋に入っている状態というのは、指定ごみ袋に入れた際に、ごみ袋の口がき
ちんと結ぶことができなくてはいけません。はみ出る部分があったり、袋を 2 枚つなげ
て入れたり、袋の口を結んで閉めることができずにガムテープや紐で補強している場合
などは「ごみが入っている」とは見なさず、回収出来ない場合があります。ただし、袋
の側面が破れたなどの理由でガムテープなどを使い補修することは差し支えありません。

Ｑ．「ごみ袋に入っている」というのは、どういう状態ですか？例えば座布団などを半分に
折りたたんで入れると、少しだけ袋からはみ出ますが、このような出し方はだめですか？

●ご連絡・お問い合わせ先●
上板町役場　環境保全課
TEL 694－6813

環境保全課からの「可燃ごみの出し方」「可燃ごみの出し方」「可燃ごみの出し方」

ごみ分別・リサイクル
を徹底し、ごみ減量に
ご協力ください。

つのお約束3つのお約束3

上板町リサイクルセンター（役場西隣）
※引取りには、大型ごみ１品につき「大型ごみシール」が１枚必要です。

引取り場所

次回の大型ごみ引取り日時
10月11日（水）午前9時～午後4時

　田畑でやむを得ずに、稲わらや除草した刈草の焼却を行う
場合は、周辺地域の生活環境に影響が生じないよう、場所・
焼却量・時間帯・風向きを考慮してください。

　農業用資材は、産業廃棄物処理業の許可業者に委託するか、
上板町農業用廃プラスチック適正処理対策協議会が行う共同
処理を利用するなどして適切に処理してください。
●お問い合わせ先●　上板町役場　産業課　TEL 694－6806

農業用資材　や　家庭ごみ　は　絶対に混ぜないこと！

農 家 の 皆 さ ん へ

マイナンバーカード
普及促進キャンペーン！
　土日祝日を除く平成29年９月４日（月）～12月28
日（木）の間、「すだちくん」と「マイナちゃん」が
コラボしたシールをプレゼントします。
　対象は、上板町に住民票を有する方で、期間中に
マイナンバーカードの申請又は交付を受けられた
方、もしくは、上板町に住民票を有する方で、既に
マイナンバーカードをお
持ちの方（窓口で確認さ
せていただきます）です。
　役場住民人権課窓口で
実施しております。
　数に限りがありますの
で、お早めにどうぞ！

マイナンバーカード
普及促進キャンペーン！

徳島県マスコット
すだちくん

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

2017（平成29）年　10　月　1　日　●　10



Vol.３「とくしま上板熱中小学校」 授業日誌

とくしま上板熱中小学校事務局
（一般社団法人ジャパンブルー上板 内）
〒771－1310　上板町泉谷字原東32番地4
TEL 694－7766　FAX 694－7767
ai@necchu-kamiita.com

「とくしま上板熱中小学校」

第２回「農業体験で米作り」かかし作り、稲刈りを終えました！第２回「農業体験で米作り」かかし作り、稲刈りを終えました！第２回「農業体験で米作り」かかし作り、稲刈りを終えました！

　第２回目となるプログラムは「かかし作り」です。各ご
家庭で帽子や洋服を持ち寄っていただき、思い思いのかか
しを作りました。事務局とあわせて、頼もしい８体のかか
し達が完成しました！田んぼが賑やか
になりました。手作りのかかしは
楽しそうな表情をしていて、今
にも踊り出しそうです。

　第３回目のプログラムは「稲刈り」です。５月に植え付け
をした稲は立派に育ち、当日はお天気にも恵まれ、“稲刈り日
和” となりました！ 30数名で６アールの田んぼを、機械を

使わず鎌で刈り取りま
した。皆さん初めて扱
う鎌に悪戦苦闘してい
ましたが、時間の経過
と共に素晴らしい手つ
きで作業を進められて
いました。稲架（はぜ）
掛け後の田んぼ
はどこか懐かし
い風景でした。

完成したかかし達　

▲

8月27日（日）　稲　刈　り 8月6日（日）　かかし作り

▲　稲刈り真っ最中！

▲　全体の様子

　

　　▲　稲架（はぜ）掛け後
の様

子

　第２期生募集に向けてのオープンスクールを、平成29年９月９日（土）に開催しま
した。
　国宝・富山県瑞龍寺の住職 四津谷道宏氏や、女性起業家・株式会社アニバ出版 代
表取締役社長 坂田千代子氏、大手企業を中心に12,000本以上の動画を展開する株式
会社ヒューマンセントリックス 代表取締役 中村寛治氏に講師を依頼し、超豪華メン
バーによる、３時限のスペシャル授業となりました。
　１限目は、四津谷道宏氏の「人の生き方について」と題した授業で、仏の道を面白
おかしく説いていただき、私たちの生活の在り方についてお話していただきました。
２限目は坂田千代子氏の「自分史について」。自分の歴史をお隣の生徒同士でディス
カッションをした際は、皆さん仲が良すぎてお話が止まらない・・・！といった場面も
ありました。３限目は中村寛治氏の「動画が伝える！熱中小学校が10倍わかる【動
画力】講座」。ユーザー視点の使える動画「動画プレゼンテーション」というこれま
でになかったサービスを開始した中村氏の授業には、普段の仕事にも取り入れたいと
思えるような、動画を使った内容が盛り込まれていて、会場の授業に使用されるスク
リーンの写真を撮る人が続出していました。
　さて、10月15日（日）から後期・第２期生
の授業が始まります。後期の授業も、お遍路
の旅や、ドローンを使用した授業などバラエ
ティ豊かな内容となっています。ご興味のあ
る方は、とくしま上板熱中小学校事務局まで
是非、お問い合わせください。

「動画力」の授業での一コマ

国宝・富山県瑞龍寺　住職　四津谷道宏 氏

株式会社アニバ出版 代表取締役社長
坂田千代子 氏

株式会社ヒューマンセントリックス
中村寛治 氏

お問い合わせ

▲ 　かかし製作中！
▲

材料費別、授業回数約10日開講・
約20授業

２期（10月～３月）月２回程度
土曜日の午後から２時限の予定

●授業料／１万円

２期（10月～３月）月２回程度
土曜日の午後から２時限の予定
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ま
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の
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た
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問
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合
わ
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先

上
板
町
役
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企
画
防
災
課
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四
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六
八
二
四

℡
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平
成
二
十
九
年
八
月
十
一
日（
金
）

か
ら
開
催
さ
れ
た
第
三
十
三
回
徳
島

県
中
学
校
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
に

お
い
て
上
板
中
学
校
が
準
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。
八
月
二
十
五
日
（
金
）

の
決
勝
戦
の
相
手
は
羽
ノ
浦
中
学
校

で
上
板
中
学
校
は
終
始
、
押
し
気
味

に
試
合
を
進
め
ま
し
た
が
、
０
対
２

で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

　

非
常
に
暑
い
日
が
続
い
た
試
合
日

程
で
し
た
が
、
球
場
内
外
で
大
勢
の

方
々
に
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
輝
か

し
い
結
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

第33回徳島県中学校軟式野球選手権大会で
上板中学校が準優勝

第33回徳島県中学校軟式野球選手権大会で
上板中学校が準優勝

上板町国民健康保険主催第25回上板町国民健康保険・上板町観光物産協会共催

歩 け 歩 け 大 会 開 催 の お 知 ら せ
険町 民第第255回回上上板 険板町町国国民民 保険険健健康康保 上板町観光物産協会共催

歩 け 歩 け 大 会 開 催 の お 知 ら せ

2受付場所

上板町役場正面玄関前

5申込先
上板町役場　税務課
TEL 694－6807

3参加対象
どなたでも参加できます。【参加費無料】
※小学生以下の参加の場合は、
　保護者の同伴が必要です。

4申込方法
お電話にてお申し込みください。
申込締切　平成29年10月27日（金）

6持参するもの
飲み物・タオル・雨具など

7その他
・体調を整えてチャレンジしてください。
・ごみの回収はいたしませんので、各自で
　お持ち帰りください。
・水分補給は十分に行ってください。

1日　　時

平成29年10月29日日
☆受　　付　午前　8時40分～
☆スタート　午前　9時
☆解　　散　午前12時頃（予定）
●小雨決行
　（中止の場合は防災無線でお知らせします。）

　上板町では、町民の皆さまの健康の保持増進と国民健康保険事業の円滑な運営を
図るため、毎年「歩け歩け大会」を実施しています。
　今年度は、上板町観光物産協会との共催として、さくらコース、台山
みはらしコースを取り入れた記念大会です。
　ご家族やお友達と一緒にご参加いただき、すがすがしい空気にふれ、ウォーキングを楽しみましょう! !!

日
だき、すがすがしい空

歩け歩け大会コースマップ（約８㎞）
上板町役場　➡　松島千本桜　➡　技の館（トイレ休憩）
➡　前谷橋　➡　上板サービスエリア（トイレ休憩）
➡　神宅の果樹園　➡　上板町役場

歩 け 歩 け 大 会 開 催 の お 知 ら せ

前谷橋

上板町役場

松島千本桜

神宅の果樹園
★

★

★

技の館

上板サービスエリア
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敬
老
の
日
作
文

敬
老
の
日
作
文

小
学
生

小
学
生

敬
老
の
日
作
文

　

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
わ
た
し
の
家
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
。

両
親
は
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
学
校
が
終
わ

る
と
毎
日
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
に
帰
り
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
は
、

農
家
で
す
。
毎
日
、
朝
早
く
か
ら
夜
お
そ
く
ま

で
、
田
ん
ぼ
や
畑
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
春

に
は
、
た
ば
こ
を
植
え
ま
す
。
夏
は
、
田
植
え

や
た
ば
こ
の
収
か
く
を
し
ま
す
。秋
に
な
る
と
、

お
米
や
柿
の
収
か
く
を
し
ま
す
。
冬
は
、
レ
タ

ス
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
収
か
く
や
干
し
柿
を
作

り
ま
す
。
暑
い
時
も
寒
い
時
も
一
年
中
仕
事
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
に
い
そ
が
し
く
て
も
、
お

母
さ
ん
の
代
わ
り
に
学
校
に
む
か
え
に
来
て
く

れ
ま
す
。
仕
事
の
と
中
な
の
で
、
作
業
服
で
む

か
え
に
来
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
き
た
な
い
か
っ
こ
う
の
ま
ま
で
は
ず
か
し

い
。」

と
、
よ
く
言
い
ま
す
。
で
も
、
わ
た
し
は
、
は

ず
か
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
わ
た
し
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
、
仕
事
を
一
生
け
ん
命
が
ん
ば
っ

て
い
る
す
が
た
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。

　

毎
日
、
い
そ
が
し
そ
う
な
の
で
、
仕
事
の
お

手
伝
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
学
校
か
ら

帰
っ
て
き
た
ら
、
宿
題
や
じ
ゅ
く
、
習
い
事
が

あ
る
の
で
お
手
伝
い
が
で
き
ま
せ
ん
。け
れ
ど
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、

冷
蔵
庫
か
ら
冷
え
た
ビ
ー
ル
を
と
っ
て
き
て
あ

げ
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

「
あ
り
が
と
う
。
美
月
が
持
っ
て
き
て
く
れ
る

ビ
ー
ル
は
お
い
し
い
な
あ
。」

と
、
い
つ
も
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
そ
の
言
葉
を

聞
く
と
、
わ
た
し
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　

夜
の
ご
飯
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
お
米
や
野
菜
を
使
っ
て
お
母

さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
ま
す
。新
せ
ん
な
野
菜
は
、

最
高
に
お
い
し
い
で
す
。
わ
た
し
が
、

「
お
い
し
い
。
お
い
し
い
。」

と
、
言
っ
て
食
べ
た
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
う
れ
し
そ
う
に
、
に
こ
に
こ
し
て

い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
お
い
し
く
て
わ
た
し
が

食
べ
過
ぎ
る
の
で
、
最
近
は
、

「
は
ら
八
分
目
に
し
と
き
な
さ
い
。」

と
、
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
う
る
さ

い
な
あ
。」
と
思
う
時
が
あ
る
け
れ
ど
、
わ
た

し
の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

毎
日
い
そ
が
し
く
て
、

「
つ
か
れ
た
。」

と
、
よ
く
言
っ
て
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
時
間

が
で
き
た
ら
わ
た
し
と
遊
ん
で
く
れ
ま
す
。
い

つ
も
や
さ
し
く
て
、
働
き
者
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。
大
き
く

な
っ
た
ら
、
仕
事
が
楽
に
な
る
よ
う
に
、
い
っ

ぱ
い
お
手
伝
い
を
す
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
、
世
界
一
お
い
し
い
野
菜
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

い
つ
も
そ
ば
に
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

い
つ
ま
で
も
、い
っ
し
ょ
に
い
ら
れ
る
よ
う
に
、

長
生
き
し
て
ね
。

　

い
つ
も
あ
り
が
と
う

神
宅
小
学
校　

五
年　
　
　
　

小　

谷　

美　

月　

　

ぼ
く
に
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
二
人
い

ま
す
。
だ
け
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
ぼ

く
が
小
さ
い
こ
ろ
に
死
ん
で
し
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、ぼ
く
は
、お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
顔
を
一
度
も
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
と
き
ど
き
、
さ
み
し
い
気
持
ち
に
な

る
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
二
人
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
い
て
く
れ
る
の
で
、
そ
の
さ
み

し
い
気
持
ち
も
ど
こ
か
に
い
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

一
人
目
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
テ
レ
ビ

が
大
好
き
で
、
家
で
ず
っ
と
テ
レ
ビ
を
見

て
い
ま
す
。
元
気
な
と
き
は
、
外
に
も
出

て
い
ま
し
た
が
、病
気
に
な
っ
て
か
ら
は
、

あ
ま
り
出
歩
く
こ
と
を
し
ま
せ
ん
。で
も
、

ぼ
く
が
小
さ
い
こ
ろ
は
、
お
も
ち
ゃ
の
ス

ポ
ー
ツ
カ
ー
を
買
っ
て
く
れ
て
、
よ
く
公

園
で
遊
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。

　

二
人
目
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ゴ
ル
フ

が
プ
ロ
並
み
に
上
手
で
、
大
会
が
あ
る
と

い
つ
も
上
位
に
入
る
ほ
ど
で
す
。
活
発
な

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
、
夏
に
は
、
カ
ブ
ト
ム

シ
や
ク
ワ
ガ
タ
、
セ
ミ
そ
し
て
、
魚
な
ど

を
つ
か
ま
え
て
き
て
く
れ
て
ぼ
く
に
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
ぼ
く
が
好
き
な

ピ
ザ
を
よ
く
買
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。

　

ぼ
く
の
二
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
世

界
一
だ
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
の
こ
と
を
よ

く
分
か
っ
て
く
れ
て
大
事
に
し
て
く
れ
ま

す
。
こ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
他
に
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
二
人
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
し
ま
し

た
。
ぼ
く
の
お
こ
ず
か
い
で
二
人
に
似
合

い
そ
う
な
手
袋
を
選
び
ま
し
た
。
色
ち
が

い
の
お
そ
ろ
い
の
手
袋
に
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
二
人
と
も
大
喜
び
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ぼ
く
も
す
ご
く
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
。
今
度
は
、
何
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う

か
と
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

で
も
、ぼ
く
は
、ど
ち
ら
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
も
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
せ
ん
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
毎
日
一
人
で
、
さ

び
し
い
思
い
を
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
で
き
る
だ

け
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
家
に
遊
び
に
行

く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
前
は
、
月
に
四

回
は
会
い
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
時
、

二
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い

で
ぼ
く
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、

ぼ
く
が
四
年
生
の
時
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始

め
た
の
で
、
な
か
な
か
二
人
に
会
い
に
い

け
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ッ

カ
ー
が
休
み
の
日
に
は
、
真
っ
先
に
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
に
い
っ
て
い
ま
す
。

　

二
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
長
生
き
を
し
て
ほ
し
い
で

す
。
今
ま
で
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に

大
事
に
さ
れ
て
き
た
け
ど
、こ
れ
か
ら
は
、

ぼ
く
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
孝
行
を
し
た
い
で
す
。
二
人
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と

は
・
・
・
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
け
じ
ゃ
な
い

と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い

勉
強
や
サ
ッ
カ
ー
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿

を
見
せ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
、
待
っ
て
て
ね
。
ま
た
、
遊

び
に
い
く
か
ら
ね
。
絶
対
！

　

ぼ
く
の
二
人
の

　
　
　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

東
光
小
学
校  

六
年　
　
　
　

與
三
川　
　
　

晴　
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私
の
祖
母
は
、
看
護
師
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
私
の
夢
は
看
護
師
で
す
。
毎
日
、
仕

事
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
祖
母
に
い
く
つ
か
質

問
を
し
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
な
ぜ
看
護
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た

か
で
し
た
。
祖
母
は
、
看
護
師
の
仕
事
の
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
で

も
、
女
性
と
し
て
自
立
で
き
、
看
護
の
資
格

を
取
る
こ
と
で
世
界
中
で
活
躍
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

私
は
、
そ
の
答
え
を
聞
き
、
か
っ
こ
い
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
私
の
中
で
は
、
昔
の

女
性
は
結
婚
す
る
と
仕
事
を
や
め
て
、
主
婦

に
な
っ
て
い
た
の
で
は
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
祖
母
は
結
婚
し
て
も

仕
事
を
続
け
、
女
性
と
し
て
自
立
し
て
い
ま

し
た
。
私
も
、そ
ん
な
祖
母
の
話
を
聞
い
て
、

世
界
中
で
通
用
す
る
よ
う
な
自
立
し
た
看
護

師
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

誰
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な
り

た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
仕
事
と
家
事
の
両
立
に
つ
い

て
で
し
た
。

「
昔
は
な
、
看
護
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
、

家
の
仕
事
を
し
て
、
畑
の
仕
事
も
し
ょ
っ
た

ん
よ
。
大
変
だ
っ
た
ん
よ
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
祖
母
の
若
い
頃
は

仕
事
と
家
事
、
さ
ら
に
家
の
農
家
の
手
伝
い

と
い
く
つ
も
の
仕
事
を
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
昔
は
農
業
の
機
械
も
今
ほ
ど

は
無
か
っ
た
の
で
、
体
を
使
う
こ
と
が
多
く

苦
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

私
は
、
一
つ
の
こ
と
を
し
始
め
る
と
そ
の

こ
と
に
集
中
し
て
し
ま
い
、
他
の
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
大
変
な
仕
事
を
い
く
つ

も
両
立
さ
せ
て
い
た
祖
母
は
、
本
当
に
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

三
つ
目
に
尋
ね
た
こ
と
は
、
仕
事
の
や
り

が
い
に
つ
い
て
で
し
た
。
祖
母
は
自
分
の
も

つ
専
門
知
識
が
発
揮
で
き
、
患
者
さ
ん
か
ら

感
謝
さ
れ
る
時
が
一
番
満
足
感
を
感
じ
る
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
顔
は
、
今

ま
で
私
が
し
た
質
問
の
中
で
一
番
い
い
笑
顔

で
し
た
。

　

私
も
自
分
が
学
ん
だ
知
識
を
使
っ
て
、
み

ん
な
の
前
で
発
表
し
た
り
、
活
動
し
た
り
し

て
毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
が
ん
ば

り
を
ほ
め
ら
れ
た
り
，
認
め
ら
れ
た
り
す
る

と
、
努
力
し
た
分
、
本
当
に
う
れ
し
く
な
り

ま
す
。
祖
母
の
思
い
が
少
し
分
か
る
気
が
し

ま
し
た
。

　

最
後
の
質
問
は
、
う
れ
し
い
時
に
つ
い
て

で
し
た
。
祖
母
は
、
直
接
誰
か
に
感
謝
さ
れ

る
の
も
う
れ
し
い
け
れ
ど
、
そ
れ
と
同
じ
く

ら
い
、
誰
か
を
通
じ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
て
も
ら
え
た
時
も
何
と
も
言
え
な
い
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
人
の
た
め
に
力
を
つ
く

し
、
そ
れ
を
感
謝
し
て
も
ら
え
る
、
そ
ん
な

仕
事
を
私
も
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

私
は
、
祖
母
を
心
か
ら
そ
ん
敬
し
て
い
ま

す
。
祖
母
の
よ
う
な
、
素
晴
ら
し
い
看
護
師

に
な
り
た
い
で
す
。

　

祖
母
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
仕
事
を
続
け
大

勢
の
患
者
さ
ん
を
助
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
健
康
で
元
気
に
楽
し
く
長
生

き
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
看
護
師

に
な
っ
た
姿
を
笑
顔
で
見
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

　

そ
ん
敬
す
る
祖
母

松
島
小
学
校　

六
年　
　
　
　

郡　
　
　

光　

咲　

　

私
が
こ
の
作
文
を
書
こ
う
と
思
っ
た
の

は
、
い
つ
も
私
た
ち
に
気
を
配
っ
て
く
れ
る

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
菓
子
を
買
っ

て
く
れ
た
り
、
私
た
ち
が
行
き
た
い
所
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。そ
れ
か
ら
、

編
み
物
の
編
み
方
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。そ
の
お
か
げ
で
、私
は
マ
フ
ラ
ー

を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お

母
さ
ん
の
仕
事
が
遅
く
な
っ
た
と
き
に
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
習
い
事
の
教
室
ま
で
送
っ

て
く
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
す
ご
い
と
こ

ろ
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
め
は
、野
菜
に
詳
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
野
菜
に
関
係
す
る
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
旬
の
野
菜
の

こ
と
や
野
菜
の
育
て
方
に
つ
い
て
何
で
も

知
っ
て
い
ま
す
。
私
は
学
校
で
友
達
と
一
緒

に
野
菜
を
育
て
て
い
て
、
い
つ
も
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
く
育
つ
の
か
と

い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か

げ
で
、
お
い
し
い
野
菜
を
収
穫
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

二
つ
め
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
誰
と
で
も

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
初

め
て
会
う
人
で
も
楽
し
そ
う
に
話
を
し
て
い

ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
「
知
っ
て
い
る

人
？
」
と
聞
く
と
、「
知
ら
な
い
人
」
と
言

う
の
で
、
い
つ
も
驚
い
て
し
ま
い
ま
す
。
私

だ
っ
た
ら
、
恥
ず
か
し
く
て
話
し
か
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
相
手
か
ら
話
し
か
け
ら

れ
て
も
、
す
ぐ
に
会
話
が
終
わ
っ
て
し
ま
い

そ
う
で
す
。
そ
の
点
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
楽

し
い
会
話
を
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
楽
し
そ
う
に
話
を
し
て
い
る
の

を
見
る
と
、
私
ま
で
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
見
た
目
は
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
す
が
、
二
年
前
に
心
臓
が
悪
く
な
り
入

院
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
で
も
、
毎
日

薬
を
飲
み
、
食
事
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

い
つ
も
私
や
兄
の
こ
と
を
心
配
し
、
お
世
話

を
し
て
く
れ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
私
た
ち
の

体
の
こ
と
を
心
配
し
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
で

す
が
、
自
分
の
健
康
の
こ
と
も
大
切
に
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ

ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
、
私
た
ち
の
そ

ば
で
笑
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

大
好
き
だ
よ
。

　

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

高
志
小
学
校　

六
年　
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鳴
門

役場

総合会館　多目的ホール

●日時 平成29年10月29日（日）
13：00～14：15（受付12：30～）

●場所 松茂町総合会館　多目的ホール
(松茂町広島字東裏30）

「在宅医療における患者情報システムを
　　　　活用した多職種連携の取り組み」

演題

●お問い合わせ先
板野郡医師会　TEL 088－692－8836

数尾　　展　先生
大阪府藤井寺市　数尾診療所院長

平成29年度
在宅医療・介護連携推進事業

住み慣れたご自宅で療養したいと希望される患者さんとご家
族の生活を支えていくのが「在宅医療」です。住民の皆さま
に「在宅医療」を知っていただき、選択肢の一つとして考え
ていただけることを目的に、住民公開講座を毎年開催してお
ります。一緒に「在宅医療」について考えてみませんか。

●日時 平成29年10月29日（日）
在宅医療講演会

～　「在宅医療」を一つの選択肢に・・・　～

〈主催〉板野郡医師会　
〈共催〉松茂町　北島町　藍住町　板野町　上板町

参加
無料

「ご本人・ご家族が安心できる在宅療養を・・・」
「かかりつけ医として、患者様に寄り添った医療を・・・」
住み慣れた我が家で、最善の医療を受けていただきたいと考え、
早くから在宅医療に取り組み、多職種との連携ネットワークで
患者さんを支えています。

平成29年11月１日（水）
15：00～17：00
上板町中央公民館
大会議室（役場２階）

入場
無料

どんな境遇の子どもも見捨てない
～子ども・若者の自立支援を通して見えてきたもの～
日時

場所

ＮＨＫプロフェッショナル　仕事の流儀
第275回　平成27年8月31日放送

「寄り添うのは、傷だらけの希望」出演

不登校やひきこもり等、青少年の抱える問題や
支援の在り方について、一緒に考えましょう。 ・1976年生まれ、佐賀県武雄市出身

・特定非営利活動法人「NPOスチューデント・サポート・フェイス」代表理事
　（子ども若者育成・子育て支援功労者表彰「内閣総理大臣表彰」受賞）
　（公益財団法人社会貢献支援財団「平成26年社会貢献者表彰」受賞）
・前さが若者サポートステーション　総括コーディネーター
・佐賀県子ども・若者総合相談センター長
・佐賀県ひきこもり地域支援センター長

講師の紹介 谷　口　仁　史　氏
たに ぐち ひと し

上板町子ども若者相談支援センター『あい』：
（ＩＴセンター2階）　　　　　TEL 637－6006
上板町教育委員会　　　　　TEL 694－6814

■お問い合わせ先

どんな境遇の子どもも見捨てない
平成29年度　子育て講演会開催のご案内（第４回ユースアドバイザー養成講習会）

上板ふれあいクラブ交流会
姫路・明石の旅

■日　　時　平成29年11月12日（日）　
■行 き 先　姫路と明石
■参 加 費　会員　4,000円　会員外　8,000円
　　　　　　※中学生以下半額
■定　　員　45名
■申込受付　10月２日（月）~10月31日（火）　＊申込み時に参加費持参
■行　　程　上板町ＩＴセンター出発（７時）→書写山圓教寺→昼食→
　　　　　　姫路城→魚の棚→上板町ＩＴセンター到着（19時）頃

≪年会費後期半額キャンペーン実施中≫
大　人（高校生以上）　1,500円+1,850円（スポーツ安全保険）
高齢者（65歳以上）　　1,250円+1,200円（スポーツ安全保険）
中学生以下　　　　　1,000円＋　800円（スポーツ安全保険）
フリーパス会員　　　10,000円  　     　 （スポーツ安全保険込）

上板ふれあいクラブ　TEL 679－7788
月~金（13時～20時）　土（13時～18時）

● お問い合わせ ●
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　平成29年度特定健康診査がスタートしています。今年は平成30年１月31日（水）までに受けるよう
にしましょう。

　生活習慣病を引き起こすメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）を早期に発見するため、平成
20年度に始まった健康診査のことです。腹囲や身長、体重、血圧、血液などを検査します。基準値以
上の場合（腹囲なら男性85センチ、女性90センチ以上）、食生活や運動習慣について特定保健指導を
受ける対象になります。
　対象者は、40～74歳の上板町国民健康保険加入者、および被用者保険の被扶養者です。

■特定健康診査とは？

　上板町国民健康保険における特定健診受診率は、特定健診開始当初と比較すると13.2％増加してい
ますが、県内1位と比較すると、およそ半分ほどと大幅に下回っています。県内市町村の受診率と比較
すると、平成27年度の受診率は24市町村中16位と下位に位置しています。

■特定健康診査ってどれくらいの人が受けているの？

特定保健指導・栄養指導
　健康診査の結果に基づいて、上板町の保健師や管理栄養士から健康管理に関する支援が受けられます。
あなたに合った生活改善方法を一緒に考えていきましょう。
健康寿命の延伸
　自覚症状のない生活習慣病の予防・早期発見ができます。また、重症化を防ぐことができます。医療
機関に通院中の方でも受けることができます。
医療費や国保保険料の増加の抑制
　大切な健康を守るだけでなく、病気を早期に発見・重症化を予防することで、医療費や保険料の増加
を抑制することにもつながります。

■特定健診を受けるメリットは？？

　上板町の健康実態を介護保険の認定状況から見てみると、平成29年5月時点での介護認定者854人中、
746人（94.8％）の方に、脳卒中や虚血性心疾患などの循環器疾患や糖尿病・高血圧など血管疾患が
あることが分かりました。
　また、40歳以上の方のうち、介護保険の認定を受けている方と受けていない方の医療費を比較すると、
介護保険の認定を受けている方の医療費は、受けていない方に比べておよそ２倍の医療費がかかってい
ることが分かりました。
　生活習慣病の予防・早期発見することで、介護予防にもつながり、医療費の抑制にもつながります。

■上板町の健康実態について、介護保険の視点で見てみました。

特定健康診査受診率の推移（県内１位・県平均との比較）

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

上板町 県平均 県内１位

51.6％
57.6％ 58.9％

62.0％ 60.8％ 61.2％

31.6％
33.6％ 33.1％ 34.3％ 34.0％ 34.0％

23.0％ 24.0％

29.6％
32.2％ 31.9％ 31.9％

60.3％

34.3％

57.4％

35.2％
33.7％

36.2％

目標値ライン

20.0％

25.0％

30.0％

35.0％

40.0％

45.0％

50.0％

55.0％

60.0％

65.0％

県内１位のおよそ半分！

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
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認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

認
知
症
は
様
々
な
原
因
か
ら
、
脳
の
働
き
が
衰
え
る
事
に

よ
っ
て
、
生
活
に
支
障
が
出
て
く
る
「
脳
の
病
気
」
で
す
。

今
ま
で
、「
認
知
症
は
治
ら
な
い
病
気
」
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
認
知
症
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
症
状
が
改
善
し
た

り
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
研
究
で

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
主
な
原
因
は
、

1 
変
性
疾
患
（
脳
が
縮
む
）

　
　

脳
の
神
経
細
胞
が
ゆ
っ
く
り
と
死
ん
で
、
脳
が
萎
縮
す

る
タ
イ
プ

2 
脳
血
管
疾
患
（
脳
血
管
が
つ
ま
る
）

　
　

脳
中
の
血
管
が
つ
ま
っ
て
、
神
経
細
胞
に
栄
養
や
酸
素

が
行
き
渡
ら
な
く
な
り
、
一
部
の
神
経
細
胞
が
死
ぬ
タ
イ
プ

認
知
症
の
症
状

　

認
知
症
の
症
状
は
、「
中
核
症
状
」
と
「
周
辺
症
状
」
の

二
種
類
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

「
中
核
症
状
」
…
…　
記
憶
や
判
断
力
、
時
間
や
場
所
の
認
識

な
ど
の
認
知
機
能
が
損
な
わ
れ
る
認
知

症
本
来
の
症
状
で
す
。

「
周
辺
症
状
」
…
…　
中
核
症
状
を
も
と
に
本
人
の
性
格
や
周

囲
と
の
関
わ
り
方
、
環
境
な
ど
が
関
係

し
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
症
状
で
す
。

認
知
症
の
サ
イ
ン

　

○
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た
り
聞
い
た
り
す
る
。

　

○
置
き
忘
れ
・
紛
失
が
多
く
な
っ
た

　

○
も
の
の
名
前
が
出
て
こ
な
く
な
っ
た
。

　

○
季
節
に
合
わ
な
い
服
装
を
し
て
い
る
。

　

○
着
替
え
や
身
だ
し
な
み
、
入
浴
な
ど
を
面
倒
く
さ
が
っ

て
や
ら
な
く
な
っ
た

　

○
調
理
な
ど
を
順
序
立
て
て
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た

　

○
日
課
を
し
な
く
な
っ
た

　

○
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た　

な
ど

認
知
症
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
？

　

認
知
症
は
原
因
に
よ
っ
て
は
、
早
期
に
発
見
し
て
適
切
な

対
応
を
と
る
こ
と
で
治
療
や
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
認
知
症
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
、
早
急
に
か
か
り
つ

け
医
や
、
上
板
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡  六
九
四

－

五
五
九
七
）
や
徳
島
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡  

六
七
八

－

四
七
〇
七
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
？

　

次
の
三
つ
の
生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

1 
食
習
慣

　

①
肉
よ
り
も
魚
（
青
魚
）
を
食
卓
に

　

②
野
菜
を
積
極
的
に
摂
取

　

③
食
塩
、
甘
い
物
を
と
り
す
ぎ
な
い

　

④
よ
く
か
み
、
口
腔
ケ
ア
を
か
か
さ
な
い

2 
生
活
習
慣

　

①
適
量
な
飲
酒
と
禁
煙

　

②
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脳
血
圧
な
ど
の
予
防
と
治
療

　

③
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
有
酸
素
運

動
を
適
度
に

　

④
家
事
・
料
理
を
積
極
的
に
こ
な
す

　

⑤
短
歌
や
俳
句
、
園
芸
な
ど
の
創
作
活
動
を

　

⑥
囲
碁
や
将
棋
、
脳
ト
レ
な
ど
を
楽
し
む

　

⑦
地
域
の
会
合
や
催
し
物
に
積
極
的
に
参
加
す
る

3 
知
的
活
動
習
慣

　

①
新
聞
・
雑
誌
を
読
む
・
囲
碁
・
将
棋
を
す
る
（
知
的
活

動
）

　

②
家
計
簿
・
日
記
を
つ
け
る
（
出
来
事
記
憶
）

　

③
２
つ
以
上
の
作
業
を
同
時
に
行
う
（
注
意
分
割
機
能
）

　

④
段
取
り
や
手
順
を
考
え
実
行
す
る
（
計
画
・
実
行
機
能
）

4 
そ
の
他

　

①
若
々
し
く
、
お
し
ゃ
れ
心
を
忘
れ
ず
に
（
と
き
め
き
）

　

②
く
よ
く
よ
せ
ず
、
プ
ラ
ス
思
考
で
（
ス
ト
レ
ス
軽
減
）

　

③
午
後
一
時
ご
ろ
の
三
十
分
以
内
の
昼
寝
を
す
る
（
疲
労

回
復
）

困
っ
た
ら
、
ま
ず
は
相
談
を

　

心
配
や
悩
み
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
「
上
板
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
、
看
護
士

が
連
携
し
、
地
域
の
高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
す

る
総
合
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
誰
も
が
発
症
す
る
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
自
ら
の
工
夫
や
ま
わ
り
の
サ
ポ
ー
ト
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

正
し
く
知
ろ
う

認
　
知
　
症

認
　
知
　
症

正
し
く
知
ろ
う

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡  　

六
九
四

－

五
五
九
七
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保健師からのお知らせです保健師からのお知らせです

１．「各種集団がん検診・特定健康診査」について

健診項目 対象者 健診内容 自己負担金

胃 が ん 検 診 40歳以上 バリウム検査 １，０００円

大腸がん検診 40歳以上 便潜血検査２日法 　５００円

肺 が ん 検 診 40歳以上 胸部Ｘ線撮影 無　料

特定健康診査
（受診券が必要） 40歳以上 身体測定、血液検査、

尿検査、医師の診察 １，０００円

●実 施 日
　平成29年10月19日（木）
　受付時間　８時30分～10時

●受付場所
　上板町農村環境改善センター
　１階玄関

申 し 込 み 受診を希望する方は10月12日までにお申し込み下さい。

申し込み先 上板町役場　福祉保健課・保健師まで　電話（694－6810）にて申し込みください。
＊次回の検診日は、12月７日（木）です。

２．「乳がん集団検診」受診者募集について

実施日 健診項目 対象者 検診内容 自己負担金

平成29年11月28日（火） 乳がん検診 40歳以上 マンモグラフィー撮影 １，５００円

申 し 込 み 10月16日（月）から先着順に受付し、募集人数（40人）に達し次第締め切ります

申し込み先 上板町役場　福祉保健課・保健師まで　電話（694－6810）にて申し込みください。
＊申し込まれた方には問診票を送付します。

●実施時間　13時～ 16時　（時間予約制）

●受付場所　上板町農村環境改善センター　１階農事研修室

３．いちょう家族会のお知らせ
　いちょう家族会は、平成12年12月に発足した上板町内に住む精神障がい者の家族会です。家族同士が思いを分か
ち合い、また、障がい者が地域であたりまえに生活できる事を願っています。

＜家族会の役割と活動＞
　①　家族同士の情報交換、研修会、レクリエーションを実施し親睦を深めます。
　　　定例会を次のとおり開催しています。（日時については変更することがありますのでお問い合わせ下さい。）

　　　日　時　　奇数月第３金曜日　13時30分～ 15時

　　　場　所　　ふれあい工房（上板町社会福祉協議会　東側）

　②　社会理解のために地域活動（活動紹介、広報、ボランティア等）をとおして、障がい者への正しい理解を深め
ていきます。

　③　行政（国、県、市町村）へ、より良い医療や保健、福祉を求めていきます。
　　　～一人で悩んでいらっしゃる方、いろんな事を話し合い、励まし合って行きましょう。～

場　所

日　時
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● お問い合わせ先 ●　　上板町役場　福祉保健課　保健師　TEL６９４－６８１０

年齢 生年月日
65歳 昭和27年４月２日生～昭和28年４月１日生
70歳 昭和22年４月２日生～昭和23年４月１日生
75歳 昭和17年４月２日生～昭和18年４月１日生
80歳 昭和12年４月２日生～昭和13年４月１日生

年齢 生年月日
85歳 昭和７年４月２日生～昭和８年４月１日生
90歳 昭和２年４月２日生～昭和３年４月１日生
95歳 大正11年４月２日生～大正12年４月１日生
100歳 大正６年４月２日生～大正７年４月１日生

４．高齢者の予防接種について

１）インフルエンザ予防接種について
　高齢者個人の発病および重症化を防ぐために、季節性インフルエンザの予防接種を下記のとおり行います。接種を
希望する方は、⑦の接種医療機関へ直接申し込んで下さい。

　①　対　象　者
　　１．上板町に在住している65歳以上の者。（昭和27年11月・12月及び昭和28年１月生まれの方は、満65歳に到

達した日から接種対象になります。）
　　２．60歳から65歳未満の者であって、心臓、じん臓、若しくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる

免疫の機能障害を有するものとして厚生労働省令で定めるもの。
　　３．１または２に該当し、自分で接種の意思確認ができて予診票に自分で署名できる者。（自署できない方は、

代筆者が署名し、代筆者の氏名、住所、電話番号、被接種者との続柄を記載すること。）
　②　申込み期間　　平成29年10月15日から
　③　実 施 期 間　　平成29年11月１日から平成30年１月15日（医院の診療時間）
　　　　　　　　　　（この期間以外にうけた方は、定期予防接種の該当にはなりません。）
　④　接 種 回 数　　１回
　⑤　持ってくるもの　　健康保険証または後期高齢者医療被保険者証（住所と年齢確認のため）

　⑥　費　　　用　　自己負担額は、1,600円です。
　　　　　　　　　　なお、65歳以上の生活保護受給者の方は無料になりますので、⑦の接種医療機関に申し出て

下さい。
　⑦　接種医療機関（あいうえお順）
　　　井内内科　井内廣重医師　　　　　井関クリニック　井関俊彦医師　　　友成医院　友成信二医師
　　　野田医院（東）　野田五朗医師　　　野田医院（西）　野田泰弘医師

２）高齢者の肺炎球菌定期予防接種はお済みですか？
　平成29年度助成の対象となる方（下記記載）には、４月に個別通知を送付しています。
　通知を紛失した方は、福祉保健課　保健師までお問い合わせください。

　⑴　自己負担額　　４，０００円（接種費用から公費負担を除いた金額です。）
　　　※ただし、生活保護世帯の方は町が発行する「高齢者の肺炎球菌予防接種費用免除券」を発行しますので、下

記お問い合わせ先までお申し出ください。

　⑵　接種可能期間
　　　平成29年４月１日から
　　　　　平成30年３月31日まで

※　町からの費用助成の対象となるのは、この期間中の１人１回のみです。
　　この期間に接種できなかった場合、その後の接種は任意接種（全額
自己負担）となりますので、ご注意ください。

60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫
の機能に障害を有する方

　⑧今年度より広域化（上板町以外の医療機関においても接種できる体制）が開始します。
　　町外医療機関でのかかりつけ医による接種を希望される方は、福祉保健課までお問い合わせください。

平成29年度より、上板町以外の医療
機関でも接種できるようになりました。
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施　設　名 所在地・電話番号 受入定員 利用できる日時

徳 島 市

藤岡小児クリニック 徳島市昭和町8丁目66
☎088－622－0012

それぞれ
６人

●月～金曜日　8：30～18：00
●土曜日　　　8：30～17：00

※日曜日、祝日及び 8月12日～8月15日
　12月29日～1月3日は除きます。

田山チャイルドクリニック 徳島市北矢三町3丁目3-41
☎088－633－2055

愛 育 小 児 科 徳島市国府町桜間字登々路8-1
☎088－612－7795

えもとこどもクリニック 徳島市北沖洲3丁目1-24
☎088－664－8580

ひ な た ク リ ニ ッ ク 徳島市応神町古川字戎子野81番4
☎088－678－5461

末広ひなたクリニック 徳島市末広2丁目1-111
☎088－624－8660

小松島市 徳 島 赤 十 字 乳 児 院 小松島市中田町字新開2-2
☎0885－32－0555 ３人

●月～金曜日　7：30～18：30
●土曜日　　　8：30～16：30
※日曜日、祝日及び12月29日～1月3日は除きます。

石 井 町 伊 勢 内 科 小 児 科 名西郡石井町石井字石井726-7
☎080－6391－9523 ９人 ●月～土曜日　8：30～18：00

※日曜日、祝日及び年末年始は除きます。

北 島 町 北島こどもクリニック

板野郡北島町中村字東堤ノ内19-1
☎088－697－2281

（8：00～9：00）
☎088－697－2221

（9：00～）

６人
●月～金曜日　8：30～18：00
●土曜日　　　8：30～17：00
※日曜日、祝日、休診日及び12月29日～1月3日は除きます。

藍 住 町 富 本 小 児 科 内 科 板野郡藍住町東中富字東傍示11-4
☎088－678－2111 ６人

●月～金曜日　8：30～18：00
●土曜日（前日予約のみ）　8：30～12：30
※日曜日、祝日及び休診日は除きます。

病児保育事業のご案内病児保育事業のご案内病児保育事業のご案内 　お子さんが病気中や病気の回復期にあって、かつ
保護者が就労しているなどの理由で家庭で保育がで
きないときに、お子さんを一時的に預かる事業です。

実施施設 お住まいの市町村に関係なく、次のどの実施施設でも利用することができます。

徳島市、小松島市、勝浦町、佐那河内村、石井町、神山町、松茂町、北島町、藍住町、板野町、上板町の
乳児・幼児又は小学校に就学している児童。※徳島赤十字乳児院については、乳児・幼児のみ利用可能です。利用対象者

■対象となる病気

■利 用 期 間
集団保育が困難で、かつ保護者の勤務の都合、傷病、事故、
出産、冠婚葬祭などの理由でやむを得ず家庭で保育ができ
ない期間。

かぜ、消化不良症（多症候性下痢）などの子どもが日常かかる疾患や、はしか、水ぼうそう、風しんなどの感染性疾患、喘
息などの慢性疾患及び骨折などの外傷性疾患など。
※当面の症状の急変は認められないが、「病気の回復期に至っていない」または「回復期であっても集団保育は困難である」と認められるもの。
※徳島赤十字乳児院は医療機関ではないため、はしか、百日ぜき、インフルエンザなどの強い感染性疾患のお子さまはお預かりできません。

■利 用 料 金 １人当たりの日額　1 ,800 円
※利用料は、父母及び同一世帯者の課税により
　算定します。課税状況が確認できない場合は、
　一旦1,800円をお支払いいただき、課税証明
　書の提出をもって払い戻しいたします。
※当該事業利用料以外の診察料などがかかります。

生活保護世帯・市町村民税非課
税世帯は無料、市町村民税が均
等割のみ課税の世帯は900円

利 用 手 順

1 空き状況の
確認・予約

前日または当日、電話など
で利用を希望する実施施設
へ直接お問い合わせくださ
い。

前日または当日、かかりつけ医等
で受診し、利用申請書の医師記
入欄に「保育可能確認」を記入し
てもらってください。

3 サービスの
利用

当日、実施施設へ利用申請書
を提出し、サービスを受けてく
ださい。

4 利用料金の
支払い

当日、サービス終了後、お子
さんを迎えにきた時にお支払
いください。

➡

※利用前診察は、徳島赤十字乳児院を除き、実施施設でも受けることができます。
※当該事業利用料以外の診察料などがかかります。

①　利用に際しては、実施施設からの指示を必ずお守りください。
②　保育中に病状に変化があった場合、サービスを中止し、お迎えをお願いすることがあります。
③　土曜日に利用する場合は、できるだけ金曜日のうちに実施施設へ予約してください。
④　利用をキャンセルする場合は、お早めに実施施設まで連絡してください。

利用上の注意

➡ ➡2 利用前診察

■準 備 物
①昼食…実施施設でも用意できますが、金額など実施施設によっ

て異なります。事前にご確認ください。
②着替え一式、バスタオルなど
③薬……かかりつけの医療機関等で出されているものがあれば持

参してください。
●利用前の医療機関での診察（下記の利用手順2）の時には、利用
申請書、保険証、印鑑 などが必要となります。
●利用申請書は、町福祉保健課窓口、実施施設、保育所、幼稚園、
等に備えています。また、町ホームページからも印刷できます。

● お問い合わせ先 ●　　上板町役場　福祉保健課　TEL６９４－６８１０
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10
月

1 ㈰ 杉みね整形クリニック 693 － 1021
2 ㈪ くぼ小児科クリニック 678 － 7141
3 ㈫ 香 川 内 科 692 － 9770
4 ㈬ 森 本 医 院 641 － 4141
5 ㈭ 中 川 整 形 外 科 641 － 2288
6 ㈮ 稲 次 整 形 外 科 病 院 692 － 5757
7 ㈯ 平 野 内 科 698 － 8060
8 ㈰ 小 松 泌 尿 器 科 692 － 1277
9 ㈪ 上板整形外科クリニック 637 － 6600
10 ㈫ 浜 病 院 692 － 2317
11 ㈬ 安 芸 内 科 692 － 6111
12 ㈭ 清 水 内 科 692 － 8900
13 ㈮ あ い ず み 皮 ふ 科 692 － 9211
14 ㈯ 山 田 外 科 内 科 698 － 5500
15 ㈰ 竹 本 内 科 672 － 0174
16 ㈪ 奥 村 医 院 692 － 2403
17 ㈫ 山 田 眼 科 藍 住 692 － 8118
18 ㈬ 矢 野 医 院 692 － 4411
19 ㈭ 山 根 眼 科 692 － 8171
20 ㈮ 板 東 整 形 外 科 692 － 5151
21 ㈯ 吉 野 川 病 院 698 － 6111

■ 担当時間 ■　平日 18：00～ 22：00　　休日 9：00～ 22：00
10
月
22 ㈰ 井 上 病 院 672 － 1185
23 ㈪ 西 條 耳 鼻 咽 喉 科 692 － 8711
24 ㈫ 富 本 小 児 科 内 科 692 － 7228
25 ㈬ 中 山 産 婦 人 科 692 － 0333
26 ㈭ 内科クリニック・オクムラ 692 － 4771
27 ㈮ き は ら 耳 鼻 咽 喉 科 693 － 0087
28 ㈯ 片 山 医 院 698 － 2625
29 ㈰ 三 愛 内 科 672 － 0176
30 ㈪ 近 藤 外 科 内 科 693 － 1188
31 ㈫ こやま小児科内科クリニック 637 － 3211

11
月

1 ㈬ 大 久 保 内 科 692 － 1220
2 ㈭ 新 居 内 科 698 － 8808
3 ㈮ 福 島 内 科 672 － 4970
4 ㈯ 田 根 内 科 胃 腸 科 698 － 0123
5 ㈰ 新 野 医 院 672 － 0571
6 ㈪ 杉みね整形クリニック 693 － 1021
7 ㈫ 増 田 ク リ ニ ッ ク 693 － 3020
8 ㈬ 小 松 泌 尿 器 科 692 － 1277
9 ㈭ 竹 本 内 科 672 － 0174
10 ㈮ 井 上 病 院 672 － 1185

担当時間以外
の深夜の救急

きたじま田岡病院　　698 － 1234　　全日対応ですが、要確認
稲次整形外科病院　　692 － 5757　　水曜日、土曜日は受診前に要確認
東徳島医療センター　　672 － 1171　　対応日は確認してください

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。

平成29年10・11月分
〈10/1～11/10まで〉

市外局番は（０８８）です。在 宅 当 番 医在 宅 当 番 医

10月　保健行事予定表
Ⅰ　健康相談・健康教育
月／日 時　間 場　所 内　容 担　当

10/3 10：00～11：30
農村環境改
善センター

個別健康相談・
健康教育

保健師・
理学療法士

11/7 10：00～11：30
農村環境改
善センター 個別健康相談 保健師

Ⅲ　乳幼児健康診査

月／日 受付時間 場　所 内　容 該当者

10/11 13：10～14：00
農村環境改
善センター

問診、身体測定、
診察、育児相談、
栄養相談

平成28年11月12月生
平成29年5月6月生

１．乳児健康診査

月／日 受付時間 場　所 内　容 該当者

10/18 9：00～9：20
農村環境改
善センター

股関節脱臼検診・
ブックスタート

平成29年5月27日～
平成29年8月18日生

２．股関節脱臼検診・ブックスタート

月／日 受付時間 場　所 内　容 該当者

10/27 9：30～9：40
農村環境改
善センター

離乳食教室、赤
ちゃんの成長発
達・事故予防・予
防接種について

平成29年5月27日～
平成29年8月18日生

３．のびのび子育て教室

Ⅱ　がん検診（40歳以上の方）
月／日 受付時間 場　所 内　容 料　金

10/19 8：30～10：00
農村環境改
善センター

胃がん検診
肺がん検診
喀痰検査
大腸がん検診
特定健康診査

胃がん　1,000円
肺がん　　　0円
喀痰検査　500円
大腸がん　500円
特定健康診査
　　　1,000円

○がん検診・特定健康診査は事前に申し込みが必要です。
　電話での申し込みもできます。
○お申し込み先・お問い合わせ先
　上板町役場　福祉保健課　TEL 694－6810

23　●　広報かみいた　第232号



10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

　

℡   

〇
八
八

－
六
七
二

－

五
八
八
八

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

月
カ
レ
ン
ダ
ー

10

●
八
月
は
、
延
べ
四
七
三
人
に

　

二
、二
五
四
冊
ご
利
用
頂
き
ま
し
た
。

上
板
町
民
の
方
も
利
用
可
能
で
す
。■ ■ の日は休館日です。

開館時間　午前10時～午後6時

　

八
月
二
十
七
日
（
日
）
高
齢
者
等
が
で
き

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
見
守
り
支
援

を
強
化
す
る
た
め
、
株
式
会
社
キ
ョ
ー
エ
イ

と
株
式
会
社
と
く
し
丸
の
二
社
と
「
高
齢
者

等
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
上
板
町
で
は
高
齢
者
見
守
り
の
取

り
組
み
と
し
て
、
民
生
児
童
委
員
に
よ
る
独

居
等
高
齢
者
訪
問
、
徳
島
新
聞
町
内
専

売
所
と
生
活
協
同
組
合
と
く
し
ま
生
協

に
よ
る
見
守
り
、
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ

ス
時
の
安
否
確
認
、
緊
急
通
報
装
置
貸

与
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
で

活
動
す
る
団
体
と
の
新
た
な
連
携
で
、
ま
す
ま
す
見
守
り
の
目
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、と
く
し
丸
の
見
守
り
協
力
員
は
、北
岡
弘
美
さ
ん
と
新
居
輝
久
さ
ん
で
す
。

高
齢
者
等
見
守
り
活
動

高
齢
者
等
見
守
り
活
動

にに
関
す
る
協
定
締
結

関
す
る
協
定
締
結

　

八
月
二
十
六
日
、
上
板
町
及
び
吉
野
川
市
・
阿

波
市
の
電
気
工
事
業
者
（
八
十
店
）
が
加
盟
す
る

『
鴨
島
電
気
工
事
協
同
組
合
』
が
松
島
小
学
校
を

含
む
八
校
周
辺
の
通
学
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
外

灯
の
清
掃
点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

組
合
員
三
十
一
名
が
通
学
路
の
外
灯
二
百
五
十

基
を
点
検
し
、地
域
住
民
の
防
犯
に
役
立
て
ば
と
、

カ
バ
ー
の
汚
れ
を
拭
い
た
り
、
正
常
に
点
灯
す
る

か
ど
う
か
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
八
月
の
『
電
気
使
用
安
全
月
間
』

の
一
環
と
し
て
二
〇
〇
七
年
か
ら
継
続
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
今
年
は
住
宅
用
分
電
盤
へ
の
感
震
装

置
の
取
付
け
を
呼
び
か
け
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
う

ち
わ
も
配
ら
れ
ま
し
た
。

鴨
島
電
気
工
事
協
同
組
合

外
灯
の
清
掃
点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

外
灯
の
清
掃
点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

九
月
十
六
日（
土
）上
板
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
、
一
〇
〇
歳

以
上
の
高
齢
者
及
び
、
め
で

た
く
九
〇
歳
、
八
〇
歳
の
節

目
（
数
え
年
）、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
（
結
婚
六
〇
年
）
を

迎
え
ら
れ
た
み
な
様
に
、
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
上
板
町
婦

人
会
関
係
者
に
よ
る
唄
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
様
が
い
つ
ま
で
も
長
生
き
を
さ
れ
、
長
年
の
知
識
と
経

験
を
社
会
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

いつまでもお元気で

敬老会が開催されました

8月
平成29年

お
誕
生

お
め
で
と
う

田
川
　
宏
明
・
千
秋

男
の
子
　
大
空
（
た
か
ら
）

西
　
分

真
鍋
　
修
司
・
明
日
香

女
の
子
　
亜
衣
里
（
あ
い
り
）

七
　
條
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